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被
害
対
策
に
関
す
る
問
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西
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（末
吉
主
任
技
師
） 

 

4
月
に
赴
任
し
ま
し
た
。

被
害
対
策
が
進
む
こ
と

で
、農
林
家
が
元
気
に
な

り
、地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
、が
ん
ば
り

ま
す
。 

 
 

鳥獣センター３本の柱 

鳥獣ｾﾝﾀｰは何をするところ？ 

 

鳥
獣
セ
ン
タ
ー
で
は
セ
ン

タ
ー
長
と
３
名
の
専
任
職

員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、鳥
獣
被
害
対
策
の

第
一
人
者
で
あ
る
井
上
雅

央
氏
を
顧
問
に
迎
え
、県
内

各
地
域
の
被
害
の
実
態
を

踏
ま
え
た
、よ
り
き
め
細
や

か
で
よ
り
効
果
的
な
被
害

対
策
を
技
術
面
で
支
援
し

て
い
ま
す
。  ① 被害対策の技術的支援     

  

 ② 人材の育成（マイスター） 
 

 ③ 被害対策に関する調査・研究 

 

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
作
物
等
の
被
害
は
、直
接
的
な
被
害
だ
け
で
な
く
、

生
産
意
欲
の
減
退
や
作
付
の
断
念
な
ど
、極
め
て
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
た
め
、県
で
は
平
成
22
年
度
に
、「
宮
崎
県
鳥
獣
被
害
対
策
緊
急
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、全
庁
を
あ
げ
て
被
害
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

（山
本
主
査
） 

（増
田
副
セ
ン
タ
ー
長
） 

（田
原
鳥
獣
セ
ン
タ
ー
長
） 

鳥
獣
被
害
対
策 

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト 

 

顧
問 

井
上
雅
央
氏 

新年度、新たな体制でスタート！ 

24 
「鳥獣被害対策支援センター」も、スタートして 
3年目を迎え、今年度は新たに副センター長が増
えて、新体制となりました。これからも、県内全域
を駆け巡ります！ 

鳥獣被害対策 
マイスター研修↓ 

↑柿の剪定研修 

（被害に強い畑づく
り） 

 

鳥
獣
に
よ
る
被
害
を

減
ら
し
、中
山
間
地
域
の

皆
さ
ん
の
活
力
に
つ
な

が
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
。 

 

３
年
目
の
山
本
で
す
。 

 

鳥
獣
被
害
対
策
で
お
困

り
の
際
は
、ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

 

集
落
ぐ
る
み
で
の
取
組

で
被
害
が
な
く
な
っ
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
、一
緒
に
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。 



☆鳥獣被害対策地域特命チームだより☆ 

○
児
湯
地
域
特
命
チ
ー
ム
で
は
、
モ

デ
ル
集
落
で
の
活
動
支
援
や
補
助
事

業
を
活
用
し
た
捕
獲
対
策
・
侵
入
防

止
柵
の
設
置
等
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
取
組
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。 

○
左
の
写
真
は
、
モ
デ
ル
集
落
で
の

研
修
会
の
様
子
で
す
。
こ
の
集
落
は
、

山
す
そ
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら

鳥
獣
被
害
が
多
発
し
、
以
前
は
、
役

場
主
導
の
捕
獲
対
策
に
頼
っ
て
い
た

た
め
、
被
害
防
止
対
策
に
も
行
き
詰

ま
り
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
中
、
地
域
特
命
チ
ー
ム
の
設
置

を
機
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
を
推
進
す

る
農
家
主
体
の
役
員
会
が
立
ち
上
が

り
、
こ
の
役
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

「
鳥
獣
被
害
対
策
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
」
に
よ
る
研
修
の
実
施
な
ど
、

様
々
な
対
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

児
湯
地
域 

○
現
地
活
動
と
し
て
は
、
集
落
点
検

や
マ
ッ
プ
の
作
成
、
緩
衝
帯
の
整
備

や
補
助
事
業
を
活
用
し
た
侵
入
防
止

柵
の
設
置
等
の
ほ
か
、
自
己
流
で
の

設
置
で
は
、
網
が
鳥
獣
に
破
か
れ
、

十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も

あ
る
た
め
、
現
地
実
証
ほ
の
設
置
や

研
修
会
等
を
通
じ
た
技
術
向
上
対
策

も
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
当
集
落

で
は
、
町
の
「
有
害
鳥
獣
対
策
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
の
活
躍
等
も
あ
り
、
被

害
が
全
く
無
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、
集
落
全
体
の
活
性
化
に
も
大

き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。 

○
被
害
防
止
対
策
で
は
、
個
々
の
生

産
者
の
電
気
柵
等
の
設
置
が
先
走
り

し
、
「
侵
入
防
止
柵
を
設
置
し
て
終

わ
り
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
集
落
内
で
の
農
家
、
住
民
、

関
係
者
等
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
が

最
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
、

市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
現

場
の
実
情
等
を
十
分
踏
ま
え
た
支
援

や
対
策
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

研修会の様子 

侵入防止柵等の設置 

○
南
那
珂
地
域
で
の
鳥
獣
被
害
対
策

の
モ
デ
ル
集
落
は
3
集
落
あ
り
ま
す

が
、
最
初
に
日
南
市
の
宮
浦
集
落
の

取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

○
宮
浦
集
落
は
、
平
成
23
年
か
ら
モ

デ
ル
集
落
と
し
て
選
定
し
、
果
樹
栽

培
品
目
の
再
編
や
鳥
獣
被
害
対
策
等

地
域
ぐ
る
み
で
の
取
組
を
目
指
し
て

支
援
し
て
い
ま
す
。 

○
当
集
落
の
か
ん
き
つ
生
産
農
家
は

31
戸
で
、
ポ
ン
カ
ン
、
日
向
夏
等
の

中
晩
柑
類
を
中
心
に
し
て
約
35
㌶
栽

培
さ
れ
て
お
り
、
園
地
は
急
傾
斜
地

が
多
く
、
テ
ラ
ス
面
積
も
狭
い
た
め
、

鳥
獣
被
害
も
多
く
、
特
に
サ
ル
に
よ

る
被
害
が
甚
大
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

○
果
樹
園
地
全
体
を
電
気
柵
（
金

網
）
で
覆
っ
て
侵
入
防
止
を
図
っ
て

い
ま
す
が
、
周
辺
の
林
縁
部
か
ら
の

侵
入
が
多
く
、
依
然
と
し
て
被
害
を

受
け
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

○
電
気
柵
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
中
山

間
地
事
業
等
を
活
用
し
て
、
電
圧
確

認
、
下
草
刈
り
等
を
生
産
者
全
員
で

役
割
分
担
し
て
行
い
、
大
型
の
囲
い

罠
も
2
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

○
地
区
猟
友
会
と
連
携
し
て
、
箱
罠

設
置
や
猟
銃
で
の
駆
除
を
依
頼
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。 

○
ま
た
、
Ｊ
Ａ
露
地
か
ん
き
つ
部
会

鵜
戸
支
部
で
の
学
習
会
や
研
修
会
等

で
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
の
基

礎
研
修
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
現
地

検
討
等
を
実
施
し
て
、
集
落
の
主 

体
的
な
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

○
今
後
は
集
落
役
員
、
生
産
者
、
関

係
機
関
等
か
ら
な
る
組
織
体
制
の
充

実
強
化
を
図
り
、
集
落
住
民
全
員
の

合
意
形
成
を
醸
成
し
な
が
ら
、
鳥
獣

被
害
対
策
の
目
標
と
な
る
集
落
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
、
環
境
点
検
に
よ
る

被
害
状
況
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
集
落
と

連
絡
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

○
更
に
、
地
元
猟
友
会
と
連
携
し
て

サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
等
の
捕
獲
対
策
を

進
め
る
と
と
も
に
、
餌
付
け
行
為
を

な
く
し
、
集
2
団
で
の
追
い
払
い
な

ど
の
自
主
的
な
共
同
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
体
制
整
備
を
図
り
、
既
存

電
気
柵
等
の
有
効
活
用
検
討
、
鳥
獣

被
害
対
策
研
修
会
の
開
催
な
ど
を
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

○
鳥
獣
被
害
に
対
す
る
意
識
は
、
ま

だ
生
産
者
や
住
民
間
で
温
度
差
も
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
集
落
全
体
で
取

組
む
こ
と
を
目
指
し
て
、
継
続
的
に

支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

南
那
珂
地
域 

鳥獣被害対策現地研修会の様子 


